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１．はじめに

法務省(2008)によると、平成19年度における

日本での外国人登録者数は2,152,973人に達し、

過去最高を更新し、総人口の1.69%を占めている。

また、文部科学省（2008）によれば、平成19年9

月1日現在、公立の小学校、中学校、高等学校、

中等教育学校及び特別支援学校に在籍する日本

語指導が必要な外国人児童生徒は、25 ,411人

（22,413人）で2,998人（13.4パーセント）増加し

ている。調査開始以来最も多い数となったとい

う。このJSL（Japanese as a Second Language）

生徒への教育は、公的な日本語教育機関が存在

せず、各地方自治体の教育委員会に任されてい

る。この研究は、母語と第二外国語の共通深層

能力に着目し、母語と日本語両方を用いて学校

の教科を教えていくNPOの教育活動の実践報告

である。

２．ポートフォリオ

２－１．ポートフォリオとは

学習者も当事者として参加する学習者参加型

協働リサーチや評価の必要性が叫ばれているが、

その一つとしてポートフォリオ評価が注目され

ている。

元来ポートフォリオとは、情報を収集したフ

ァイルやフォルダーのことであり、建築・写

真・ジャーナリズムなどの専門分野で、これら

の仕事に従事する人が、自分の技術や技能、や

り遂げたことやその成長の軌跡を示すためのも

のである（寺西2001）。それが教育の分野に応用

され、学習者が学びのプロセスで生み出す様々

な学習成果物や情報を入れておくファイルのよ

うなもの、すなわち学びの履歴として学習者と

教師の双方による評価のために用いられるよう

になった。ポートフォリオを作成したり、見た

りすることを通して、学習の成果や成長を学習

者が教師と共に自己評価したり、振り返ったり、

今後の学習を考えていったりできるわけである。

この根底には、「経験だけでは何かを学ぶことは

できない。重要なのは、経験を咀嚼し、振り返

ることだ」という教育学者デューイの思想があ

ると言われている。教育の分野でポートフォリ

オという言葉が使われるようになったのは、

1970年代後半からであると言われており、アメ

リカでは、各州での「標準学力テスト」教育に

フラストレーションをもつ多くの教師にテスト

以外の代替評価法（alternative assessment）と

して受け入れられるようになった（余田2001）。

日本においては「総合」の授業への評価として

注目され、デザインされるようになった（田中

2001）。JSL生徒や留学生への日本語教育におい

ては、応用の可能性が示唆され（横溝2000）、作

文クラスなどへの実践が報告されている（川村

2005）。教育の様々な分野で、それまでの評価シ

ステムが学びの過程や文脈を離れていることに

危惧の念を持つ教師たちによってとりいれられ

てきた。ポートフォリオは学習者の進歩と成長
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を記録する必要に答え、学習と記述の幅を広げ

る一つの手法であるといえる。

余田（2001）は、ポートフォリオ作成が、自

己評価能力、メタ認知技能、批判的思考、いい

加減な学び方ですまさない姿勢などの育成や、

学習内容に関わる技能や知識の習得に役立つと

述べている。メタ認知（metacognition）とは、

思考について思考すること、すなわち自分の思

考の状態を意識的に探り、それに基づいて思考

と活動を制御することである。学習を効果的に

行うために欠かせないものだとされる。その基

本的技能には①自分自身の問題解決行動の結果

を予測する能力、②解決に向かう自分の進歩を

モニタリングする能力、③自分の活動と解決は

より大きな現実に対してどの程度合理的かを確

かめる能力などがあるという（J.T. ブルーアー、

松田・森監訳 1997）

安藤（1999）は、E. Winner（1993）を引用し

て、ポートフォリオ評価の指導原理（guiding

principles）を次のように述べている。

①学びは、過程で起こるものであり、それが

評価されなければならない。

②評価（assessment）は、生徒の学びを刺激

するような情報を与える。

③評価は、学区、教師、親にとって価値があ

るような情報を与える。

ここで、評価という言葉に‘evaluation’では

なく、‘assessment’が使われている。‘evalua-

tion’のラテン語の元々の意味は「値踏み」で

あり、‘assessment’の元々の意味は‘sit with’

（寄り添う）であるという。T. Blythe et al (1998)

によれば、アセスメントは、生徒と教師に生徒

が今理解していることとその後の授業と学習を

どう進めるべきかという両方の情報を提供する

必要があるという。

なお、ポートフォリオ評価には、生徒用ポー

トフォリオと教師が自分の学びと成長の証拠を

示すための教師用ポートフォリオの2種類がある

と言われているが、ここでは生徒用ポートフォ

リオをとり上げる。

２－２．ポートフォリオにおける振り返り

ポートフォリオは学習成果物や学習過程を記

録したファイルであるため、その活用のうち

「振り返り」が大事な要素であるとされる。ここ

では、それをとり上げたい。

小田（2001）はポートフォリオの三段階を①

他者性との出会い（ゆさぶり）②振り返り③深

い理解であると述べている。ここでの「他者性」

とはダックワース（2000）の定義であり、常識

的な見方とは対立するような見方のことで、そ

の対象は文学から歴史、理科、美術にまで及ぶ

という。つまり学習者にとって新たな「学び」

を引き起こすきっかけとなるものである。出会

いから、ゆさぶられた内面が静かに咀嚼される

時間が大切なのであり、それが「振り返り」で

ある。それが十分になされることによって、真

の深い理解へとつながる。この振り返りを通し

て学習者は、メタ認知的な自己評価ができるわ

けであるが、自己評価の本当の意味は、他者に

よる「意外な」見方に触れることによって、自

分の内面に起こる修正・改訂という作業なので

ある。

更に小田（2001）は、自己評価の2段階として、

①わたしはなぜこの作品をポートフォリオに収

録したか、②他者からのコメントを基に租借す

る、を挙げている。振り返りは、自分で内省す

るものと考えられているが、他者からのコメン

トを介する振り返りの方が発展性が高いとされ

ている。ここでの他者は、ほとんどの場合教師

になるだろう。ただ、これは非常にデリケート

でもあるため、前述したassessment の元の意

味である‘sit with’（寄り添う）の姿勢がコメ

ントする側に求められるわけである。こういっ

た振り返りは、時間と共に熟成され、変化して

いくものであるため、学期の終わりなどに行わ

れることが多い。ポートフォリオは学習記録で

あるため、個々の記録が「ひらめき」や「変化」

などとして残り、後の振り返りに役立つであろ

う。

こういった振り返りの概念はピアジェの知力
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の定義に依拠するものであるという。ピアジェ

（1924）は、知力の主要な機能を①解決策を模索

することと、②解決策を検証することであると

し、前者やひらめきを要し、後者は論理的な思

考を要するという。ここで、ピアジェは間違っ

た考え（かもしれないひらめき）を大切にし、

それを説明し、解き明かす力を問題解決能力と

見ていた。正に振り返りの中で学習者はこれを

行っているわけである。

３．JSL生徒への二言語併用学習

文化庁（2008）は、「生活者としての外国人」

の言語問題として、１）言語管理の問題（個人

の日本語と他の言語への切り替え）、２）言語学

習の問題、３）日本語使用の問題（どういった

日本語を習得し、使うか使わないか）、４）言語

継承の問題の４つを挙げている。JSL生徒への教

育については、義務教育が明記されておらず、

ましてや母語での学習の機会は非常に限られて

いる。「教科・母語・日本語相互育成学習」（岡

崎1997）は、学校の教科の学習を生徒の母語と

日本語を併行して行っていく学習法である。こ

の学習法では、どのレベルの日本語であっても

実施可能であり、母語の日本語を共に伸ばして

いくことを目指す。実施手順は、１）在籍学級

で教えられる予定の単元を母語話者支援者の支

援の下にまず母語で学習する（母語先行学習）。

それまでの経験や知識をフルに活用して、学習

者と支援者のinteractionを通して、母語で教科

の内容を理解していく。２）１）の後、同一単

元を日本語話者支援者と共に日本語で学ぶ。３）

２）の後、在籍学級で日本語による授業に臨む。

Cummins & Swain（1986）によれば、一方の

言語の発達は他方の言語の発達に貢献し、両言

語の間には相互依存的な発達関係が成立すると

いう。これを「共通深層能力」（common under-

lying proficiency; CUP model）という。この共

通深層能力が十分に発達していくためには、加

算的二言語併用が望ましい（Lambert 1977）。つ

まり、第一言語の能力の上に第二言語のレパー

トリーを加えるように加算的な二言語の併用で

ある。これに対して、減算的二言語併用に陥る

危険もある。これは、第一言語が新しく移り住

んだ地域社会で支配的な第二言語にとって代わ

られ、第一言語である母語を失っていってしま

うものである。この状況に置かれた場合、結果

的に生徒たちは第一言語、第二言語どちらにお

いてもそれらの母語話者のレベルに達しないと

いうことになってしまう。つまり第二言語の力

を伸ばしていくには、第一言語の力が不可欠な

わけである。これをCummins & Swain（1986）

は、「要基礎水準の達成」と呼んでいる。第一言

語に加えて第二言語を学んでいく場合に、肯定

的な結果を得ようとすれば、二つの言語それぞ

れが一定の水準に達している必要があるという

考え方である。つまり、第一言語を失っていっ

てしまった場合、第二言語の習得にも影響があ

るわけである。達成すべき言語能力の基礎レベ

ルの上に、認知面特に学業達成の面で潜在的な

能力を発揮していくためにも第一言語の力を失

ってはいけない。逆に言えば、二言語併用で学

ぶ生徒は、第一言語の力によって第二言語にお

いても学業においても能力を伸ばしていけるの

である。

４．実践内容

この実践は、N P O法人「子ども L A M P

（Language Acquisition & Maintenance Project）」

でのものである。子どもLAMPは、1998年に発

足した（2004年にNPO法人化）日本で学ぶ外国

人生徒のために、第一言語である母語と日本語

の二言語併行学習を実現するための実践・研究

グループである。第一言語である母語の保持、

第二言語である日本語の習得、学校の教科学習

の補習を同時に実践していくことを目的として、

教科学習支援クラスを設置し、生徒の母語と同

じ母語話者と日本語母語話者が共に支援に関わ

っている。これは、前述した岡崎（1997）が提
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唱する「教科・母語・日本語相互育成学習モデ

ル」に基づくものである。朱（2004）や黄

（2007）は、この実践により、生徒の学校での在

籍学級における教科学習の促進、日本語力の向

上、また母語の保持伸長など日本での言語少数

派の子どもの認知面、情意面、言語面、社会性、

文化面などにおける多数のニーズに応えること

ができると述べている。本稿では、ポートフォ

リオにより、これらを検証したい。

「子どもLAMP」に参加している生徒たちの

母語は、中国語、ポルトガル語、タガログ語、

韓国語など様々である。支援クラスは、生徒た

ちの放課後に週一回約90分行われる。学ぶ教科

は、生徒の要望により、決められるが、国語で

あることが多い。母語話者支援者がまず母語に

よる教科の先行学習を約45分行い、続いて日本

語母語話者支援者が日本語による教科の先行学

習を約45分間行う。その際に、母語でどんなこ

とを学んだかを日本語で生徒に説明してもらっ

てから、支援を始めることが多い。支援クラス

は、数名の生徒が一緒に学ぶこともあるが、レ

ベルの違いに配慮して生徒一人、母語話者支援

者一人、日本語母語話者一人の個別指導になる

ことが多い。

本研究での対象者（生徒）は、2006年８月31

日に中国から来日した女子中学生（2008年９月

の時点で中学３年生）である。中国で中学校１

年までを終え、両親の仕事の都合で来日し、都

内の公立中学の２年生になった。来日した当初

は、日本語がほとんどできなかった。しかし、

来日して丁度２年がたった2008年９月には日本

語で書く作文にも文法ミスがほとんどなく、授

業にもついていけるようになり、成績も主要５

教科は全て５段階中４か５である。2007年10月

から「子どもLAMP」での支援を開始し、中学

校での国語を学校より先行する形で中国語と日

本語の二言語併行で学習していった。今回、ポ

ートフォリオとして用いたのは、①学習プロセ

スの記録（自己評価シート）、②中国語母語話者

と日本語母語話者と生徒で交わしたジャーナル、

③学期末の振り返り（10項目のインタビュー）

（2008年3月と2008年７月）である。

５．ポートフォリオによる振り返り

①学習プロセスの記録（自己評価）

これは単元毎に、１．内容理解、２．新しく

理解できたことや発見したこととその内容、３．

感想、４．難しかったことを生徒に記録しても

らったものである。例えば、「論語」を学習した

時に、生徒は中国人母語話者とその内容につい

てこれまでに中国で学んだことを確認したり、

そこから発展させた自分の考えを述べ、その上

で日本人母語話者と学んだことがおもしろかっ

たと書いている。生徒は、中国でも学校で「論

語」を学んだのであるが、日本語で読む際のレ

点や返り点の存在を新たに知り、授業の進め方

や教室の文化も中国と日本では大きく差がある

ことに気付いたという。日本では、しっかりと

理解し暗記した上で「正しい答え」を求めるこ

とに重点が置かれ、中国では自分の意見をうま

くまとめて発表することに重きが置かれていた

という。また、中国語で学んだことでより自信

をもって、学校の日本語での授業にも臨めたと

いう。

②ジャーナル

これは、生徒と中国人母語話者と日本人母語

話者の３人が授業のことだけでなく、お互いへ

のメッセージや励まし、気付いたことなどを短

くノートに交替で書いていったものである。生

徒は支援クラスで学んで感じたことだけでなく、

テストが近いとか夏休みの区派遣の短期留学に

応募したいとか（実際に作文と面接で選ばれ、

イギリスへ行った）など、本人のやる気や不安、

心配なども書いていた。それを読み、支援クラ

スの始めに支援者が話を聞いたり、励ましたり

してから学習に入ることが多かった。また、実

際に支援クラスを終えてから考えたことなどを

記すこともあった。例えば、中国では「君子」
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といのはどういう人のことかというのが話題に

なった時に、家に帰ってからもそのことを考え、

両親に聞いたりもしたという。このジャーナル

が、振り返りやインターアクションの場の一つ

になっていたと言える。

③学期末の振り返り（インタビュー）

１）2008年３月

支援を初めて半年を振り返り、生徒はこの学

習を通して、国語の文法力と書く力が伸びたと

答えている。また、二言語併行で学ぶことにつ

いては、日本に来てから朝から晩まで日本語ば

かり使っていて、自分の中国語の力が落ちてい

ると感じているので、中国語力の保持に役立つ

と述べている。更に、例えば日本の古典（例・

「平家物語」）を学ぶ際に中国語で中国の古典に

ついての話をしてから学べたので、深い理解に

つながったという。この半年の間に、支援を始

める前は、学校で先生から指名されても間違っ

たらいけないと思って答えたくなかったのだが、

今は自信をもって大きい声で答えることができ

るようになったという。この時点で中学校2年生

を終えたところだったが、今後の高校受験への

意欲ものぞかせていた。

２）2008年７月

とにかく、この「子どもLAMP」は自分に自

信をつけさせてくれる場になったという。最初

日本の中学校に入った時、いじめと感じられる

こともあったし、全く一言も自分から何かを発

言することが授業中も授業以外でもなかった。

しかし、ここで母語である中国語と日本語の両

方で学び、自分の世界が広がることを感じられ

るようになった。自分から友達にも声をかけら

れるようになり、自信がつき、今では学校で日

本人の友達ができただけでなく、その日本人の

友達の何人かが自ら中国語のテキストを買って

きて、中国語を教えてくれるよう頼まれ、教え

ているのだという。それができるようになった

のは、ここでの二言語併行学習のおかげだとい

う。だから、支援から約1年がたち、成績も伸び、

学校の授業についていくのにもほとんど問題が

なくなった今でも、「子どもLAMP」の学習の時

間は自分にとって絶対に必要なものなのだとい

う。これは「アイデンティティのネゴシエーシ

ョン」（Cummins 1996）がうまく形成された

ものといえる。岡崎（1998）は、これをより具

体的に説明している。外国人年少者が受け入れ

国の小中学校に入学し、例えば学校の先生との

間で、日本語がうまく話せた時に褒めてもらう

時、日本語をうまく使える自分は周りの人々に

温かく受け入れてもらえる存在なのだと受け止

められる。また、母国の歌を披露した時にいい

歌だねと言ってもらえると、自分は母国のこと

を披露すると温かく迎え入れられる存在なのだ

と感じる。逆に、日本語が下手だということか

らクラスに入っていけないと自分はクラスに属

していない存在だと感じる。このようにネゴシ

エーションを通じてアイデンティティが形成さ

れていく。二言語併行で学んだ場合には、「母語」

でも「日本語」でも「受け入れられる自分」を

獲得していくわけだから、より豊かなアイデン

ティティのネゴシエーションの中で成長してい

けるわけである。そのことを生徒本人が自ら語

っていた。

６．まとめと今後の課題

以上のように、ポートフォリオを用いて「教

科・母語・日本語相互育成学習モデル」に基づ

く支援クラスにおける中国人生徒の自己評価、

振り返り、内省を記述、考察した。彼女は中国

で進学校に通い、そこで優等生であった生徒で

日本語の覚えも早く、来日2年で成績も上位に入

っている。そんな中、この二言語併行学習の意

義を考える際に、彼女自身のポートフォリオを

用いて、それを探っていくことが一番の証にな

ると思われる。「多文化・多言語共生」を考えて

いく上で、こういった試みが今後も発展してい

くことが望まれるが、これが一つの事例として

何らかの貢献になればと思う。また、今回は全

－151－

研究ノート



て日本語で記録を用いたが、今後は中国語と日

本語でのポートフォリオを作成していき、中国

語母語話者とも協力して考察を行っていけたら

と考えている。
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